




研究目的 

未熟児の冷凍人乳哺育は,急速に世界的な規模で普及しており,それとともに冷凍人乳栄養

法における問題点が，新たに浮かび上がって来ている。それは冷凍解凍操作により,不安定

な人乳脂肪球が一層不安定になり,乳漿から遊離析出し,授乳用注射筒内面に附着しやすく

なる点である。脂肪の析出により,乳汁熱量は低下することになるので問題が大きい。 

この対策として,脂肪が附着しないように,プラスチック注射筒を使用したり,乳汁注入中

に間歇的に振盪するなどの手技が行われている。それとともに脂肪の析出が起ることを見

越して,脂肪濃度を上昇させておくことが考えられる。そのためには，脂肪含有量の少い前

乳を棄てて,中乳,後乳を集乳するのが合目的々である。 

脂肪含有量は前乳に少なく,中乳後乳と泌乳の経過に従って多くなることが,報告されてい

るが,初乳でも同様に考えてよいのか,成熟乳では他の成分が逆に減少するということはな

いのか,すなわち前乳を棄て,中乳と後乳を授乳することにより，不利益は生じないかどう

かを検討した。 


